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「失われた時を求めて」における夢
清 家 浩
古来，人々の興味をそそり続けた夢の神秘性は，フロイトと共に，科学
的な探求の対象となった。睡眠と夢のメカニスムの解明は，今も，重要な
科学的研究課題であるとL、ぃ得る。一方，夢の科学的解明とは無関係に，
我々は，今も変わらず，支離滅裂な，恐らく太古と変わらぬ夢を見続け，
作家達は，作品中にこの夢を利用し続けている。
さて，それでは，プルーストは~失われた時を求めて』の中で，夢を
どのように扱ったか。
三島由紀夫の，夢と転生の物語としての『豊農の海』と，プノレーストの
作品を比較した前稿においては，両作品の相違点として，我々は，夢の役
割に言及したのであった。あるいは， rmetempsychoseJを問題にLた時，
そLて「ュディメニルの三本の木」を考察した時にも，夢は，問題になり
得たのである。しかし，ブルーストにおける夢の役割を一つの主題として
論じる機会はないまま， r夢は，現実の時聞から排除されている」とL、ぅ
点だけを，論の展開上，述べたのであった。が， ~失われた時を求めて』
における夢の扱いは多様である。この論では，いわば，ここにいたるまで
放置されたままであった夢の問題を，作品構成の観点からとらえなおし
プノレーストが，夢を，作品中に，どのように導入し どのように処理し
(1) 現代のエスプリ67r夢J，大原健士郎編，19730 
(2) Ii'失われた時を求めて』と『豊鏡の海J，広島経済大学論集2-4，1980， pp. 
7~8 。
(3) Ii'失われた時を求めて」における METEMPSYCOSE，同論集 1-3.4，
1979， P・71 “Les trois arbres d'Hudimesnil"の位置づけ，同論集1-1，
1978， pp. 64~650 
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どのような役割を負わぜたかを見てみることにしたL、。もちろん，ここで
言う夢とは，睡眠時に経験する夢であって，同じ reveと言っても，話者
の「ヴェニスへの夢」といった，願望や夢想の同義語としてのそれで、ない
ことは言うまでもなし、。
I 夢へのアプローチ
ブルーストにおける夢に接近するために，先づ，周縁部に日を向けてみ
ることにしたい。が，さて，ブルーストは，フロイトを知ってL、たで、あろ
うか。 Mi1tonL. Mil1erによると， 1905年12月頃，ブルーストは， Straus 
夫人にPaulDubois の『神経障害の精神治療~ Traitement psychique de 
troubles nerveuxを読んだと伝えている。この薯作中で Dubois(士，フ
ロイトに触れ，脚注に;土，彼の作品 (DieTraumdeutung)を掲かげてい
るのである。又， 1902年に;土， フ。ノレー スト自身の父が， wノイローゼの治
療JTraitement de la neurasthenieを書いていた。これらの事実は，ブ
ルーストが精神医学に関する知識を得る機会が大いにあったことを予想さ
ぜる。が Lかし， {皮がフロイトの夢の理論に直接接Lたことを証明する
ものとは言えない。逆に，影響されたわけで‘はなくとも，自分と同じ発見
をした人々(例えぽ， レミニ γサンスに関する，ネルヴァル，シャトーブ
リヤソ，ボードレール)や，天才の独創性を作品中で語り続けたプルース
トが，ブロイトについて一言も触れていない，というのは，恐らく，彼
が，フロイトを知らなかったことを意味するのではあるまいか。もL，汎
性欲説に基づくフロイトの「夢解釈」に疑問を持てば，ブルーストは，ノ
ルウェーの哲学者の話を通じてベノレグソンの記憶説に反論したように，反
論したで『あろうと考えられる。
(4) Mi1ton L.Mil1er， Psychanalyse de Proust， Fayard， 1977， p.151o 
(5) Ibid. p.153 
(6) A la recherche du temps perdu， Ed. Pleiade， 3 vol. Tome Il， PP.984~ 
985 (以下，この版からの引用ば， Il， pp.984~985，のように示す〕
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とすれば，続く章で検討するプノレーストにおける夢の処理は，少くと
も，フロイト理論の応用ではなく，ブツレースト自身の省察の結果というこ
とになろう。彼は，医学的，心理学的夢の理論を通してよりも，恐らく，
自分自身が見る夢，あるいは，個々の文学作品に現われる夢の記述を通し
て，夢の実相に触れたで、あろう，と思われる。
それでは，彼が親しんだ作品の中に現われる夢を， ここで，一瞥してお
こう。
ドストエフスキー
『失われた時を求めて」の話者は， ドストエフスキーの作品に1"極度
に深い井戸」を見出している。.zChezDostoIevsky je trouve des puits 
excessivement profonds， mais sur quelques points isoles de l'ame 
humaine) (m. p.379)あるし、は， アルペノレチーヌに，彼の手法， 論理的
順序でなく，結果，即ち，我々を打つ幻影から先づ提示する， という手
法， .zau lieu de presenter les choses dans l'ordre logique， c'est-a-dire en 
commencant par la cause， (il) nous montre d'abord l'efet， l'il1usion 
qui nous frappe.) (m. p.378)， と同時に，彼が創造した美をも説明す
る。 {Cettebeaute nouvelle et terrible d'une maison， cette beaute 
nouvelle et mixte d'un visage de femme， voila ce que DostoIevsky a 
apporte d'unique au monde) (Ibid)話者が例に出すのは， w白痴』の，
アグラーヤに対するナスターシャ uカラマーゾブの兄弟Jの，カチェリ
ーナに対するクツレーシェニカであり，殺人の家の傑作として取りあげるの
も両作品中のそれである。さらに，彼の作品をあまり知らないとことわ
った後で，話者は，wカヲマーゾブの兄弟』を注釈してみせる。Cil.P・380)
プノレーストがひかれ，親しんだ， と言いうる， この『カラマーゾフの兄
弟』中には 3つの主要な夢の場面がある。
①アリョーシャの夢(第三部，第七編アリョーシャ 四，ガリラヤのカ
ナ)ー一一ゾシマ長老の遺体から発した腐臭は，周囲の状況と相まって，ア
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リョーシャの信仰心までぐらつかせている。が，枢のかたわらでまどろみ
つつ彼の見る夢には，元気なゾシマ長老があらわれ(二人は共にガリラヤ
のカナの婚礼に招かれている)アリョーシャを祝宴の方へ，イエスの方へ
導く。その時， r何かがアリョーシャの心の中で燃え，何かがふいに痛い
ほど心を充たし，歓喜の涙が魂からほとばしった……彼は両手をひろげ，
叫び声をあげて，目をさました……J (原卓也訳，以下同じ〉そして，外
に出るなり，大地にひかれ伏し接吻する。 r刻一刻と彼は，この空の円天
井のように揺るぎなく確囲とした何かが自分の魂の中に下りてくるのを，
肌で感ずるくらいありありと感じた。……そして，それはもはや一生涯，
永遠に続くものだった。」
夢が，決定的な自覚をアリョ}シャにもたらしたのである。
②ドミートリイの夢(第三部，第九編予審，八，証人達の供述。童)
←ー父フヨード、ノレ・カラマーゾフ殺害容疑で， ドミートリイは，調べを
受ける。その直前まで，彼は，グノレーシェニカと共に幸福の絶頂にいる
(Ii.・H ・彼女の愛の一時間は， この一瞬は，残りの全人生に値するのではな
いか?~)。その彼女の短いまどろみの聞の夢(雪野原を撞で彼とともに遠
くへ行く夢。雪を照らす光。)が， 続くドミートリイの夢の内容と彼の運
命を予告しているが，予審調書の整理の聞に，彼は，もの悲しい夢を見
る。雪の噴野に焼け残った部落。やせおとろえた百姓女の列。手しを出さな
い乳房にすがって泣く幼児。ドミートリイは，何が何でも，この不幸な者
達に何かをしてやりたし、。クソレーシェニカの声が， rあたしもいっしょ
よ。・…・・一生あなたと一緒に行くわ」とささやく。彼は，感激のあまり，
目ざめた後，進んで‘調書にサイゾする。
夢は， ドミートリイを，無実の罪を背負う運命へと導く。
③イワンの夢(第四部，第十一編，兄イワン，九，悪魔。イワンの悪夢。)
一一ドミートリイの裁判の前日，イワンは，真犯人が，自分の分身のよう
にふるまっていたスメルジャコフだと知る。帰宅したイワンは， ソファの
上に一人の人物を見出し，奇怪な会話を始める。そして，外部からの物音
71 
に反応しようとして，初めて，現実にもどる。 r.・H ・イワンはソファの上
で眺ね起きた。たった今客に投げつけたはずのコ y プは自の前のテーブノレ
にのっていて，正面のソファにはだれもいなかったJ。
兄ドミートリイを救う証言をすること，しかしそれは，何のためか，
自己の哲学にかなったことか， r{自己に対して身のあかしをたてる〉必要
のある，自己の人生の宿命的な瞬間」を前にして，良心と意志の激しい葛
藤が，イワンにおいて，狂気と紙一重の幻視=悪夢となる。
ブルーストは， ドストエアスキーの作品を語りつつ，夢の役割にまでは
言及しなし、。しかし上に見たように， ドストエフスキーにおける夢は，
大きな重要性を持っている， と言いうる。カラマーゾフの三兄弟各々の生
涯の最も危機的状況において，彼らの運命に決定的に関与するのが夢であ
る。夢は， ドストエアスキーにあっては，覚醒時の日常的経験の再現でも
ないしよみがえった過去の断片でもなく，単なる願望の投影でもない。
アリョーシャが見た，遠くにイエスをかし、まみての祝宴， ドミートリイが
見た，顕野に広がる不幸の眺望，イワンを止むことなく瑚弄するジェント
ルマン風の悪魔。これらの visionは， 日常の世界とは隔絶した求道精神
にのみ捉えられる一種の啓示のようなものであるO 夢は，作品世界に，新
しい次元を加えることになる。
ネl!-ヴァル
『失われた時を求めて』の中のネノレヴァノレに関する記述は， rフランス
文学の傑作の一つ， ジエラーノレ・ド・ネノレヴァルの 『シルヴィー』 は，
マドレーヌの味と同じ種類の感覚を有している……J{Un des chefs-
d'ceuvre de la litterature francaise， Sylvie， de Gerard de Nerval， a . 
une sensation du meme genre que le gout de la madeleine...} (1lI. 
pp.919~920) くらいのものだが， プノレーストは，他のところで， ネノレヴ
アノレについて熱心に語っている。例えば， Contre Sainte-Beuve中のネル
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ヴァノレの章で，授は， rシノレヴィ -J]に夢の照明をあててみせる。そし
て， この作品を， I夢の夢J{le reve d'un reve} とも形容する。しかし，
ここで、言われる夢は，睡眠時に見る具体的な，個々の夢を指すわけではな
い。又， フケレーストは， rフロベールの〈文体〉についてj!A propos de 
{style> de Flaubert の中で， I突然の場面転換の手法J{ce procede de 
brusque transition}を語った後，彼の狂気についてさらに論じるのである
「その時，彼の狂気は，彼の作品の延長のようなものだ。まもなく，狂気
からのがれて，彼は，再び書き始める。そして，先の作品からひきおこさ
れた狂気が，続く作品の出発点となり， 又， 素材そのものとなるのだ。」
{Sa folie est alors comme un prolongement de son reuvre: il s'en 
evade bientot pour recommencer a ecrire. Et la folie， aboutissant de 
l'reuvre precedente， devient point de depart et matiere meme de 
。
l'reuvre qui suit.} こう語る時， フロノレー ストはもはや rシルヴィー』で
なく， uオーレリア~，夢にいろどられた狂気(伎は敢えて狂気と認めな
いが)の印象記，を頭に置いているように思われる。ショーベンハウア
は，夢を，短時間の狂気，狂気を，長い夢， と呼んだそうだが uオーレ
リアJこそは，狂気と夢，狂気に映じた夢と現実のからみあいを，余すと
こなく描いた作品で、ある O で，この作品の夢をたどってみると，
第一部 1.マニフェスト。「夢は第二の人生であるJD I. 傷ついた巨
大な天使の夢(自己の死の直観) il.現実の生の中への夢 (songe) の溢
(7) Contre Sainte-Beuve preface de Pastiches et melanges et suivi de Essais et 
artiches， Ed. Pleiade， (以下， C.S.B.と略す)p.235o 
(8) Ibid. p.237o 
(9) Ibid. p.599。ここの論点が先に引用した『失われた時を求めて』の部分に呼
応している。なお，この論そのものは， 1920年1月， Nouvelle Revue frangaise 
に発表された。
帥 Ibid. pp.599~600。
ω使用テキストは， Gerard de Nerval， auvres， Tome 1， Ed. Pleiade， pp. 
359~414。
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帥
出。 r分身J{double}の出現。 c精神病院への入院JN.入院中の夢ーー
しゃべる鳥。変身して現われる祖先達。 v.原初の人々の町。 VI.先祖の
屋敷。庭を案内する三人の女，変身して空中に消え，庭は墓場となる。 W
オーレリアの死の報。くVIの夢が告げたのはこのしらせだった。)病院の作
業に先立つ夜の聞の夢。正夢の続き一一脱皮する動物達。光り輝く女
神。人類の進化(秘教的，あるいは，聖書的イメージ)lX. C退院〕。田
園の散歩一一-Nの夢で見た小鳥が現実に現われる。夢一一ー再び分身の出
現。 x.オーレリアと分身の結婚準備。衆人の中での私の逆上，女の叫
び。目ざめ。
第二部。ト 〔神の省察Jn.恐しい夢一一鏡にうつるオーレリアo
II. 別の夢一一私を非難する女。かつて知った人達の列。 N C絶望。初
僅。発作。入院。JV. C回復。パリをさまよう。〕すばらしい夢。 Cパレ
・ロワイヤルで、発作。入院。他の精神病院へ移る。JVI. C病院での生活。
めい想。〕夢。
ごく大雑把に内容を羅列したので、あるが，この作品では，夢が現実での
行動をひきおこしこの行動の結果が夢に現われ，それが又，次の行動に
つながってしぺ。そして，又，世界の認識がなされるのも夢を通じてであ
る。最後の付記 MEMORABLESの中で， ネノレヴァノレは， こう告白する。
「私は，私が見る夢の探求に専念していた。そして，この不安は，私の覚
醒時の思考にも影響した。私は，外部世界と内部世界の聞に一つのつなが
りが存在することを理解したと思った。J<{… je m'appliquais a chercher 
le sens de mes reves， et cette inquietude influa sur mes reflexions de 
l'etat de veille. Je crus comprendre qu'il existait entre le monde 
帥
externe et le monde interne un lien...> 
ネノレヴァノレにおける夢の特異な点は，現実の出来事との聞に，因果関係
をうちたてうるという点である。ドストエフスキーにおけるように，夢
同夢に直接関係のない所は， c )で示す。
同 Aurelia，前掲書 PP.412~413。
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は，天啓のようにやってくるのではなしそれは，何らかの形での現実の
反映である (1私の不幸な夢は，私の不幸な一日の反映でしかないJ{Mon
reve fatal n'est que le reflet de ma fatale journee.} p.391)。理解不能
な夢は，我々の認識能力の欠陥のせいになるであろう。又，ネノレヴァルに
とっては，夢の方が現実よりもはるかに真でさえある (1宇宙は夜のうち
に存するJ{L'Universest dans la nuit!} p.374)。現実内での出来事を，
夢は，いちはやく伝える(例えば，オーレリアの死。 p.374)。時には， し
たがって，現実の問題の解答をすすんで夢に求めるようなことも起こる
(1眠りにたずねてみようとL、う考えが私に浮かんだJ{L'idee me vint 
d'interroger le sommeil...} p.380)。少くとも，ネルヴァルにとっては，
夢は，単なる{vision}で、はなく，{vie}と名づけ得る，現実と対等の，否，
それ以上の実質と一貫性を具えた世界で、ある。
が，夢と現実の問題は，後ほど，検討することにして，プノレーストが偏
愛したドストエフスキーとネルヴァノレにおける夢を記憶にとどめつつ，次
に w失われた時を求めて』における夢の処理を見ることにしたL、。
n [j失われた時を求めて』における夢
1. 夢の分布
夢に関する記述(夢そのものの記述，あるいは，夢という現象の解釈
等)が，作品中に現われるのは，ほぼ，次の25ケ所である。
第一編『スワン家の方へ』ー一一①大叔父と巻毛，遠い過去の喚起 0.
p.4 )②夢の女 O.p.4)③祖父の家，遠い過去の喚起 O.p. 6)④ 
歯痛がひきおこす夢(1. p.28)⑤レオニ伯母が見る死んだ夫の夢(1 . 
p.ll0)⑥スワンが見る旅だちの夢(1. p.354)⑦スワンが見るオデyト
の夢(1. pp.378~380) 
第二編『花咲く乙女達のかげに』一一③見知らぬ男の夢(1. p.629) 
⑨印象と記憶と夢の混交(1. p.718)帥眠りの世界(1. p.819) 
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第三編『ゲルマントの方~ ----@夢の形成に関する考察(1I. pp.84~ 
88) ⑫サン・ルーが見る愛人の夢(1I.p.123)⑬夢の考察(1I.p.146) 
⑭睡眠から覚醒への移行(1I. p.335) 
第四編『ソドムとゴモラ~-@死んだ祖母の夢(1I. pp.760~762) 
⑮祖母の夢(1I.p.779)⑫祖母の夢(1Ip.782)⑮夢の考察，眠りの分析
( 1I. pp.980~986) 
第五編『囚われの女』一一⑬睡眠，あるいは，夢の一般的特性 (il. p-
p.121~126) @ベルゴットにおける夢 (il. pp.184~ 185) 
第六編『逃げ去る女』一-@ある種の夢 (il.P.492) @死者(アルベ
ノレチーヌ，祖母)の夢(il. pp.538~540) @夢の記憶と現実の記憶 (il.
p.651) 
第七編『見出された時J一一@綜合一夢に関する話者の態度のまとめ
(il. p.911) @夢の，作品創造への利用 (il.p.914) 
「スワン家の方へ』に現われる 7つの夢のうち最初の④までの夢を除外
して考えれば(なぜなら，これらの夢は，マドレーヌの挿話によって開始
される長い失われた時の探求以前のもので， したがって w見出された
時』の2つの記述とともに，いわば番外のものであるから)，作品中の夢の
記述は，各編同じくらいの頻度で平均的に現われていることがわかる。
又，夢を見るのは，話者だけでなく，話者=私が語る一人称体小説なので
あるが，他の登場人物達(レオニ伯母⑤，スワン⑥⑦，サン・ノレー⑫，ベ
ノレゴット@)の夢の内容も示される。この二重の意味で作品中に散在する
夢には，プルーストの作品構成への意図，即ち，現実を，あるいは，事物
を，いろんな角度から十全に照らし出して見せるために，一個の論を観念
的に組み立てるよりも，状況に即してテーマを展開する彼の principe，
が，反映されている，と思われる。
が， さて，意図的に配列されている感があるこの25の記述は，二つの傾
向にはっきりと別けられるであろう。即ち，個別的 particulierな夢と，
夢のメカニスムに関する一般的 generalな考察， とに。
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2. Recitの要素としての夢
ブルーストは，眠りの世界即ち夢の世界を， 1青年期への回帰，過去の
年月，失われた感情のくり返し霊肉分離，魂の転生，死者達の召喚，狂
気の幻想，最も原始的な自然界への退行，が，我々に開示されるJ<… se 
devoilent pour nous le retour a la jeunesse， la reprise des annees 
pass白s，des sentiments perdus， la desincarnation， la transmigration des 
ames， l'evocation des morts， les illusions de la folie， la regression vers 
les regnes les plus elementaires de la nature>，そんな世界として示す
⑮。が，この要約は，先ほど見たネルヴァルの『オーレリア」によりよく
あてはまるのではなかろうか。要約の各項と了オーレリア」の夢のそれぞ
れとの照合は省略するが，例えば， 1魂の転生」について， ネノレヴァノレ
は 1今宵，ナポレオンの魂が私のうちにあって，霊感を与え，偉大な行
為を私に命ずるようだJ<11 me semble que ce soir j'ai en moi l' ame 
de N apoleon qui m'inspire et me commande de grandes choses.>と語
っている。フ。ノレー ストが， 1私に」と言わず， (先行する文章は， 1私は
突然眠りこんでいた，私はあの重い眠りに落ちていたJ<Tout a coup je 
m'endormais， je tombais dams ce sommeil lourd (ou se devoilent...)> 
1. p.819)，一見なにげなく， 1我々にJ<pour nous>と，一般化した語
り口を取るのは，はっきり意識してなくとも，ネノレヴァノレを頭に置いての
ことではなかろうか。一方，この⑩の要約は， u失われた時を求めて』中
の夢のエピソードの配列に際しての，一つのプランのような役割をも果た
している。個別的夢の記述は， この指示に従って，作品の各部に散らばる
ように思われる。例えば 1青年期への回帰J，i-過去の年月のくり返しj
は，幼少の頃，大叔父に巻毛をひっぱられて覚えた恐怖を，人生の半ばを
過ぎた話者が再び味わう夢①，ずっと前に死んだ祖父の家に目をさまして
糾 Aurelia，前掲書 p.400。引用部の直前で，ネルヴァノレは， transmigrationで
なく， migration des amesと言っている。普通，輪廻転生には transmigration
が使われるのであるが。
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いる夢@， I失われた感情のくり返し」は，集中的に，いまだに嫉妬を呼
びさます死んだアノレベルチーヌの夢@， I死者達の召喚」は，特に， くり
返される祖母の夢⑮⑬⑫， I狂気の幻想J， これを荒唐無稽さと取れば，
110才のシャノレリュスが母親に平手打ちをくわせる夢⑬， 顔だちがくずれ
て鼻がのび口ひげがはえるヴェノレデュラン夫人の夢⑤，等々。もちろん，
夢のそれぞれは，複合した性格を持っていることを承知の上で，単純化
し類型化したので、あるが，少くとも，⑩の要約と serieを形づくる一連
の夢がある。夢の中での性転換(男の友達として現われるジルベルト③)， 
自我の分裂(スワンと，分身=トルコ帽をかぶった若者，即ち，スワンの
新Lい自我と古い自我⑦〉等をあわぜて，我々は， r失われた時を求め
て』の中に， きわめてネノレヴアノレ的な多くの夢を見出す。もちろん， フツレ
ーストの実人生からとられたと思われる夢もある。ベノレゴットが悩まされ
る悪夢@ば， 1920年頃，悪化する健康状態でプノレーストが見た悪夢 1タ
ンドノレ・ストック~ (ポーノレ・モラン作)の序文で語られる「見知らぬ
帥
女J{uneるtrangere>と相通じるであろう。
形態としてネルヴァノレ的なこれらの夢は， レシの展開の中で， 1オーレ
リアJにおけるように，現実の出来事と同じレベルで，交互に現われてく
る形はとらない。時の経過と共に， レシは進行する。一方，夢は，現在時
の現実と一致することなしに，余白的に，人物の無意識を告知する。例え
ば，オデットを残したままでは旅に立てないスワンが，夢では，汽車に乗
りこんでいる。不安で目ざめた彼は，自分がパリにいること，いつまでも
オデットに会えることで，神に感謝する⑥。が，夢は，すでに，オデット
なしで生きられる自我の出現を告げている。こうした予告的な夢とは逆
に，現実から消え失せようとするものの執助な残存を告げる夢，例えば，
生前と同じ形で行われる死んだアルベノレチーヌとの問答で， あL、かわら
M C.S.B. p.606 くUneetrangere aるludomicile dans mon cerveau...}以下。
又， ジョー ジ・ D・ベインター ， rマノレセノレ・フ。ノレー スト一一ー 伝記下巻』岩崎努
訳，筑摩書房， pp.312~315参照。
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ず，話者が嫉妬を感じ続けているような夢@もある。
夢は， レシの中で，現実に直面する人物達の無意識を反映するという意
味で， レシに厚みを与えることになる。が，登場人物の運命を決定的に左
右するような，その意味で， ロマンチッグな， ドストエフスキー的夢，と
いうのは見出されなし、。ドストエフスキーと彼とでは， レシにおける夢の
役割の性格が異なるのである。プノレーストにとっては，夢は，人性探求の
データであって，かくして，彼にとっては，単なる夢の提示よりも，夢の
意味の探求こそが重要となるだろう。
3. 探求の対象としての夢
『失われた時を求めて』における夢は，通常，何らかの解釈を伴う。あ
るいは，具体的な夢の提示がないまま，睡眠及び夢のメカニスムの一般的
考察にさかれたページもある。最初に， プノレーストは，恐らく， フロイト
の夢理論を知らなかっただろう，と書いたが，にもかかわらず，夢を解釈
するプルーストは，ネルヴァノレの後継というよりフロイトに近い感じを与
える(もちろん，内容云々でなく，探求の態度において)。
さて，ある種の夢は， r外的感覚刺激」によってひきおこされる。話者
の腿のまがりぐあい (fausseposition)から，一人の女が生まれ，彼は，
夢の女と快楽を味わおうとする②，あるいは，歯の痛みが，少女を何度も
水中から救い出そうとしたり，際限なくモリエールの詩句をくり返したり
する夢を生む④。あるいは，スワンが，自分自身の掌のぬくもりから見知
らぬ人の手を作り出しそれと握手している夢⑦。感覚の刺激が，それ
(欲望やら，痛みやら，熱やら〉に呼応したイメージを生みだす単純な
夢，それは，知覚の変形であり，解釈を要するものではなし、。これらの夢
は， レシとは直接関係なく，唯，夢形成の条件を示唆するだけである。
同様にして，又，習慣が我々の夢の形成を左右する。 ドンシエールのホテ
ノレで， (即ち，慣れない環境で)， 話者の見る夢のイメージは， 普段，彼
の眠りが利用している記憶とは全く異なった記憶から借りられている⑮
({… les images qui remplirent mes reves， cette premiere nuit， furent 
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empruntees a une mるmoireentierement distincte de celle que mettait 
d'habitude a contribution mon sommeil) n. PP.84-85)。あるいは，
睡眠者の肉体上の条件が夢の内容に干渉するだろう。夢の中の友の顔が見
わけられなし、。なぜなら，日を閉じて眠っているのだから。しゃべろうと
しても芦がのどにからまる。寝てる時には明瞭にしゃべれなL、から等々
⑮。確かに夢形成のプロセスに外的要因がからんでくることはあり得る。
が，すべての夢がそうだとは言えない。夢発生のプロセスの説明よりも，
むしろ，夢の表象の解読の方がより重要なのだ。
③の夢の解釈の公理は，先づ， r人物の外観を考慮してはいけない」
{11 ne faut pas tenir compte de l'apparence des personnes}， 仮装して
いるかもしれないし他の人と顔を交換しているかもしれないし属性や
名前も混じりあっているから。第二は， r我々が愛している人物は，唯，
夢で感じとられる苦痛によってのみ認められるべきだJ{La personne q ue 
nous aimons doit y etre reconnue seulement a la force de la douleur 
るprouvee}。これらの公理に従って，話者を誤解で苦しめる Josephとも
Pharaonともつかない男の友人が，実は，彼の愛するジルベルトである
ことがわかる。この第一の公理は，⑮の記述では，次の様に言いかえられ
ている。 rここに住む人種は，初期の人類と同様，男女両性である。そこ
では，一人の男が，一瞬の後に，女の外観のもとに現われる。そこでは，
事物が人聞になる能力を具えており……J{La race qui l'habite， comme 
celle des premiers humains， est androgyne. Un homme y apparait 
au bout d'un instant sous l'aspect d'une femme. Les choses y ont 
une aptitude a devenir des hommes...} 
又，覚醒時の渇望が，そのまま夢となる。例えば，⑬の海の中のゴチッ
ク風な町。海が，町を二分し対岸の東洋風な教会， 14世紀時代の家並を
浸している。 r自然が芸術を学び，海がゴチック様式になったこの夢」
{ce reve ou la nature avait appris l'art， ou la mer etait devenue 
gothique~'，この夢は， 目ざめている時に，想像力によって思い描こうと
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していた，ある海の風景とその中世紀の過去の綜合だと解釈される。自然
の風景と非物質的な歴史という異質な要素が一つの映像に溶けあい(フロ
イトの言う夢の圧縮作業を思わせる)， 又， 歴史という，時の中での持続
を現わすものが空開化されているのである。 Iそちらへ行くことは，時代
の流れをさかのぼることでもあったろうJ<… aller vers eles ( =句lise
et maisons)， c'eut ete remonter le cours des ages.> 
祖母の夢⑮の中で，話者が， 目ざめまぎわで叫ぶ， I僕はす、っとおばあ
さんのそばで暮らすんだ」に続く， <cerfs(麗)， cerfs， Francis J ammes 
(フランシス・ジャム)， fourchette (フォーク))， とは何のことだろう。
この脈絡のない言葉は，夢の中では，確かに意味を持っていたので、あろう
が。又，夢で父親が言った<Aias}とし、う言葉が，なぜ， [-風邪をひかない
ように」という意味になっているのだろう。フ。ノレーストは， ここでは解釈
帥
を示さない。夢の世界の機構がほのめかされているだけである。
しかしプルーストの夢解釈は，個々の夢のレベルに届まらなし、。彼の
関心は，夢を生み出す背景をなす睡眠の世界へと向う。そもそも，眠る人
は，現在の瞬間に拘束される覚醒時と違って， I自己の周囲に，時間の
糸，年月と世界の秩序，をたぱねて握っているJ{Un homme qui dort 
tient en cerc1e autour de lui le fil des heures， l'ordre des annees et des 
mondes} (I. p. 5 )夢の世界から目ざめへと至る過程で，我々は，いく
つもの現実に遭遇しどれかを選びとることが可能なのだ。眠ったんだと
いう考えや，ねまき姿で横になっているんだという考え(現在時の状態の
知覚)は，最後にやってくる。 <una souvent pres de soi.・unevariete 
de realites diverses ou l'on croit pouvoir choisir.…L'idee du sommeil 
et qu' on est couche en chemise de nuit， est souvent la derniere qui 
se presente a vous.}⑬。夢見る人が夢の形で生きる現実の層は， 又，@
帥 フロイトは，夢の圧縮作業を説明して，こうした滑稽な造語や，奇妙な言葉の
組み合わせの意味を解釈している。 r夢判断』下， v[章，夢の作業， A，圧縮の
作業，高橋義孝，菊盛英夫訳， 日本教文社。
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の考察では，覚醒から睡眠へ通じる扉を通れば，先づ，洞穴 (antre)，そ
こから遠くないところの庭 (jardin reserve)， その奥の窓のあいた僧院
(le couvent aux fenetres ouvert邸入鉄格子のそばの石切場(lacarriere 
pres de la grille)，その又彼方の悪夢 (cauchemars)といったイメージで
示される。これらの場所のどこで見るかによって夢の性格は決まってくる
(夢の性格の差の由来を示す比喰的説明)。さらに，極限には，追憶や思考
の欠如した無人格な状態が設定されるだろう<quandle sommeill'emmerト
ait si loin hors du monde habite par le souvenir et la pensee， a travers 
un ether ou il etait seul， plus que seul， n'ayant meme pas ce compa-
gnon 0也l'ons'apercoit soi-meme， il(=le dormeur) etait hors du 
temps et de ses mesures} (⑬ I. p.982) 
この，個別的な夢から睡眠一般の考察へと進む線ば，さらに，夢の世界
と現実世界の対照へと進むであろう。
E 夢と現実
1. 夢と現実は同夢Ijか
夢の中では，女が男になったり(ジルベルトの夢⑧)， 人物が変装して
(ナポレオン三世になっているフォノレシュヴィル⑦)登場するのは珍らし
いことではなかった。ところで，ネルヴァノレにおいては，人物の変身は，
夢の中だけのことではない。~オーレリア」によれば，現実世界でも，友
人が使徒に変わったり(前掲書p.363)，女歌手がオーレリアになったり
( p.395)，病院の看護人がワルキューレに変身したり ( p-402) する (1現
実の生の中への夢の溢出Jの一つの例である〉。理性も記憶力も確かなま
まに，現実が夢と似たものになる。外貌が似てくるばかりでなく，夢の事
件が現実内で実現されることさえありうる。夢でみたしゃべる小鳥(p. 
366)が，田園の散歩の際に現われ(p.379)一つの凶兆となる。(このエ
ピソードは， ~豊能の海』の，夢と現実を想起させずにはいなし、。清顕が
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。古
見た夢は，本多を目撃者として，現実に起こるのである)。夢は， 単なる
現実の事象の変形，投影といったものではなく， wオーレリア』の中で
「私」と閉じだけの現実性を具えて自由に動きまわるドッペルゲンガが端
的に示すように，完全に自律的なものであって，現実と全く同じだけの
realitるを持ち， かつ， (ネルヴァルの項で見たように入現実と相互に干
渉しあうものである。したがって，ネルヴァノレにあっては，夢と現実は同
列にある。と言いうるのである。 ドストエフスキーであれば，夢は一つの
お告げであって，登場人物達は，夢からエネルギーだけを取り出すと，後
は，現実の行動あるのみで，夢はたちまも覚醒の意識からは消えてゆく。
ところが，ブルーストは，ネルヴァル的夢の世界に近づきながら，夢を
冷静に観察している。彼にとっては，睡眠=夢における我々は， r事物に
確信の光を投げかけるあの理性を欠いたJ<…prive de cette raison qui 
projette sur les choses une clarte de certitude} (⑩ 1. p.820)存在で
あり， したがって r眠りは，あの精神異常のありがたい発作J<ce bien-
faisant acces d'alienation mentale qu'est le sommeil}(⑫ I. p.88)であり，
又， r夢とは， 一時的な狂気の期間J<ces periodes passageres de folie 
que sont nos reves} (@ II. p.540)を示すものである。即ち，夢を異常
な状態とする一方，覚醒を正常な状態としているのである。したがって，
ネルヴァルのように，夢の強迫を感ずる必要はなし、。理性が，そして，思
考力が正常に働き始めれば，夢の支配力は無効となるのだから。かくし
て，眠りの中でいかなる悪夢に出会おうとも，それは，大したことではな
い。 rなぜなら，それらがひきおこす悲しみは， 目ざめて後，ほとんど一
時間しか続かないのだからJ<…c'est que la tristesse qu'ils engendrent 
ne se prolonge guere qu'une heure apres le reveil) (@ II. P.492)と
は言え， r我々は，夢の中では，そこに起こっていることが完全に現実だ
という印象を持つことができるJ{nous pouvons avoir parfaitement en 
reve l'impression que ce qui s'y passe est reel)(@ II. p. 539)，又， rこ
肋 拙論， Ir失われた時を求めて』と『主主鏡の海~ p. 7 ~ 8.参照。
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の真実味のうすい生が我々に真実であると思えるJ{cette vie invraisem-
blable nous semble vraie} (⑫ Ibid)。このようにして，死んだアルベル
チーヌは，夢の中で，生前と同じ生を生きていて，夢の世界では，それ
は，ちっとも不思議ではなL、。話者は， 目ざめてからも，彼女と言葉をか
わしている気になる。が，ネノレヴァノレと異なる点なのだが， 1"夢の記憶に
よって呼び起こされた存在に，もはや¥.，、かなる現実も呼応していないと
考えて，私は，突然，ぞっとするのだったJ{tout d'un coup j'etais ef-
raye de penser qu'a l'etre昼、Toquepar la mるmoire.. aucune realite ne 
correspondait plusう(@p.541) あるいは，夢の生々しさ， 現実味そのも
のが，又，夢の非現実性を生むのではなかろうか{Laconnaissance aurait-
ele， reciproquement， l'irrealite du reve?} (⑬p.985) 
このように， フ。ノレーストにおいては，夢の世界と現実世界との落差は歴
然としている。が，それは，夢を現実と比して劣ったものと見なすことに
はならなし、。ネノレヴァルが，夢と現実の聞の直接的つながりに密着してい
くのとは逆に，ブ。ルーストは，夢が現実と隔絶することを認めた上で，夢
のメリットを十分意識している。即ち，夢こそが， 1"語りの手法の中にあ
る唯一の独創，唯一の更新」であり{(Jejouissais encore des dるbrisdu 
sommei1， c'est-a-dire) de la seule invention， du seul renouvel1ement 
qui existe dans la maniere de conter}， 1"覚醒状態での叙述はすべて，た
とえ，文学で美化されていようと，美の源泉であるあれら神秘な差違を合
まなL、J{. .toutes les narrations a l'etat de vei1e， fussent-elles embellies 
par la litterature， ne comportant pas ces mysterieuses differences d'o色
derive la beaute} (⑬町. p.124)又，夢が，忘却の進行， 自我の変化
一一意識下の世界，を拾いていたことも見逃がされることはない。ゲ、ルマン
ト邸での啓示の後で，話者は，確認する。1"もし，私が，いつも，睡眠中
に見る夢にあれほど興味を持っていたとすれば，それは，持続を強度で補
いつつ，夢が，例えば，恋愛のもつ主観的側面をより良く理解させてくれ
るからではなかろうか， <Si je m'etais toujours tant interesse aux reves 
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que l'on a pendant le sommeil， n'est-ce pas parce que， compensant la 
duree par la puissance， ilsvous aident a mieux comprendre ce qu' a 
de subjectif， par exemple， l'amour...?) (⑫m. p.911)夢は，現実の精
神的側面，即ち，現実を構成する我々の心の中，をより良く照らし出す。
したがって，夢は，我々の外の現実とは異次元であるとはいえ， 自に見え
ない現実(我々の内部の現実)とのつながりを否定することはできないの
である。
2. 夢と記撞現象
では，夢とこの内部現実とは， どんな関係にあるのであろうか。夢と内
部の現実のつながりに目を向ける時，我々は，当然，記憶の問題にも又直
面することになる。なぜなら，外部現実から得られた素材は，ある時は，
夢を構成することになろうが，又，他の時は，回想として，我々の意識に
達するからである。
『失われた時を求めて』が，眠りと目ざめの間の意識の描写から始まる
ことは暗示的である。先の「夢の分布」で見たように，冒頭に，夢が集中
し過去の喚起が夢によってなされている。続いて，意識的に想起される
遠いコンブレの平面的情景があり，次いで，マドレーヌの床で控えった時
と空間を具えたコンブレがやって来る。過去の喚起の三つの様態，一一一夢，
意志による想起，無意志無意識的想起(レミニッサンス〉一一ーがここにあ
る。しかし意志による記憶は単に千篇一律な映像であって，真に過去を
匙えらせない。 I過去を喚起しようと努めてもそれは徒労だ，我々の理知
のあらゆる努力は無駄であるJ<C'est peine perdu que nous cherchions 
a l'evoquer (=notre passe)， tous les e宵"ortsde notre intelligence sont 
inutile唱)(1. p.44) 理知や意志によらない過去の喚起，それこそが，夢
とレミニッサンスである。かくして，ブルーストにあっては，ネルグァル
の「夢」と「現実j とL、う二噴に， さらに， Iレミニッサンスjの項が加
わることになる。
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この冒頭で示される夢と記憶現象の並置は，ユディメニールの三本の木
のエピソードでもくり返される。三本の木とL、う実在，それは， rすでに
遠ざかりすぎて，その当時の風景が，私の記憶の中で，完全に消誠してし
まった，私の生涯の遠い年月から来ているJ{… ils (trois arbres) venai-
ent d'annees deja si lointaines de ma vie que le paysage qui les 
entourait avait ete entierement aboli dans ma memoire...)のか rそ
れらは逆に，私にとって常に同じ，その奇妙な姿も私の覚醒時の努力が睡
眠中に客観化したものにほかならない，あの夢の風景，v，こしか属していな
いのかJ{N'appartenaient-ils au contraire qu'a ces paysages du reve， 
toujours les memes， du moins pour moi en qui leur aspect etrange 
n'etait que l'objectivation dans mon sommeil de l'effort que je faisais 
pendant la veille.. .>，あるいは， r昨夜の夢から出てきたのだが，すで
にかき消えて，はるかに遠い所からやって来るように私に思われる，全く
新しい影像にすぎないのかJ{N'etaient-ils qu'une image toute nouvelle 
detach白 d'unreve de la nuit precedente， mais dるjasi effacee qu'elle 
me semblait venir de beaucoup plus loin?) (⑨ 1. p.718)この図式は，
さらに，作品の中核部“Lesintermittences du c∞ur (心の間猷)"でくり
返される。ノミルベッグのホテノレで， 話者は，無意志的な完全な記憶の中
に，真の祖母の生きた実在を見出す {magrand-mere v吋t釘剖ri巾仇ta油bled白on凶ltし.….日.j
r問et甘rouvais dans un江IIIsouvenir加nv刊olon凶1比ta叫ir印ee“t c∞ompμle抗tla r品る白alit偽ev吋iv刊an凶teφ〉
(II. p.756)それは，真に祖母の死を死ることである。又，同じ祖母の
死とL、う現実に対して，夢は， r生と死の痛ましい総合J{la douleureuse 
synthese...de la survinance et du neant) (⑮I. p.760)を示す。極端に
簡略して言えば，祖母は生きているのに話者は彼女に会えないという夢。
祖母の死という現実と生きていてほしいという願望とがまぜあわされた夢。
ここに至って，現実と，夢と， レミニッサンスの関係が，いよいよ，明白
になる。夢は，先にも見たように，現実に，主観的に関かわるのであり，
レミニッサンスこそがあったがままの完全な過去の現実を再現する。レミ
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ニッサンスの経験以前(マドレーヌ以前)， 過去=生きられた現実，は，
夢によって見出されるほかはなかった。が Iマドレーヌ」と共に，過去
=生きられた現実の再構築の作業は，夢からレミニッサンスにワレーされ
る。失われた時を再び見出すのは，夢ではなく， レミニッサンスの努めと
なる(そして， レミニッサンスのないところでは，ユディメニーノレの三本
の木ですでに示されていたように， I夢の記櫨と現実の記憶の聞に大した
差違はないJ{…l1 n'y a pas entre le souvenir d'un reve et le souvenir 
d'une realite de grandes di協同nces..・)>(@IIl. p.651)。
しかしそれでは，過去と現在に共通する感覚(今味わうマドレーヌ
と，かつて味わったマドレーヌの味の共通性)がひきおこすレミニッサン
ス=無意識的想起で控えった現実とはどんな種類のものであろうかc それ
は r単なる過去の一瞬であろうか。はるかにそれ以上のものだ。恐ら
く。過去と現在に共通であって，それらよりはるかに本質的な何物かなの
だJ{Rien qu'un moment du passe? Beaucoup: plus， peut-etre; 
quelque chose qui， commun a la fois au passe et au present， est 
beaucoup plus essentiel qu'eux deux，)> (1Il. p.872)この現実は， r非時
間的なものJ{extra-tmaporel}， I時からうばL、取られた存在の断片」
{des fragments d'existence soustraits au temps}， I時間の外でJ{en 
dehors du temps}捉えられる性質のものであるO 理知あるいは理性の力の
及ばないところで得られる非時間的なもの。これこそは，又，夢の性質で
もなかろうか。ブルーストにとって，先づ，夢は，非理性の世界であった
⑮。さらに rもう一つの生活，即ち，人が眠っている時の生活は，その
深い部分において，時の範曙に従わなL、J{…l'autre vie， cel1e 0色ondort， 
n'est pas-dans sa partie profonde-soumise a la categorie du temps.} 
(⑬1I. p.983) r眠る人は， 時間の外， 時の力の外にいたのだJ{il (= 
le dormeur) etait hors du temps et de ses mesures.} (I1. p.982) 
かくして， レミニッサンスと夢の現実に対する関係は相似である。(も
ちろん，一方は実在をもたらし，他方は主観的な反映にすぎないのである
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から，正と負の違いがあるのだが)。
結び
プノレーストが偏愛した，一方で，精神病理学の分野に好個な材料を提供
している， ドストエフスキーとネルヴァノレにおける夢を端的に示せば，前
者は， ドラマチヂクな夢の典型であり，後者は，神秘的な夢の探求であ
る。一方は，状況のグライマックス，あるいは，転換，あるいは，総合，
を告げる形で，多くの文学作品に現われる。他方は，典型的に，シューノレ
か吟
レアリスト達によって受け継がれ，我々が現実と呼ぶものを越える現実
帥
surrealiteの探求の有力な武器となる。
『失われた時を求めて』における夢の扱いに呂を向けると， この膨大な
作品に，夢は，均等に置かれているのが認められる。それは，一個の集合
体をなすブルーストの夢理論が，分割され，意図的に， レシの各所に配列
されていった， という印象を与える。倍々の具体的，個別的夢は，登場人
物達の生のある場面に置かれ， レシの一部となる。そして，夢及び睡眠に
関する理論的部分は，散在する様々な夢の，解釈として現われるか， レシ
の進行と無縁なところで，一般的考察として，書きとめられる。人物達の
無意識(ブルースト流に現実の主観的側面)を照らし出す，と同時に，夢
の多様性を示す，文学的処理の部分と，フロイトの仕事を連想させる，科
学的推論(夢発生のプロセス，夢形成のメカニスム，夢の世界の法則性，
眠りの次元と夢内容の相関等々)の二つの部分が，プノレーストにおける夢
の主題を形成する。
現実と夢の関かわりから言えば，ネルヴァノレにおいては，現実と夢が，
同例えば，プノレトンの『通底器』は，フロイトの夢解釈の応用であると伺時にオ
ーレリア風の，夢と現実の連続をさらに探求した作品である。
神 「夢みることは，思考することと全く同様，認識の一手段である……J<Rever
est un moyen de connaissance， tout autant que penser..ふYvesDuplessis， 
Le surrealisme， col. Que sais-je?， P.U.F. p.33。
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互いに，それぞれ，他方の原因となり，あるいは，結果となって連続す
る。 ドストエフスキーにおいては，夢とその背景となるべき状況の関連が
説明されないまま， (話者が指摘するドストエフスキーの手法，原因を示さ
ず，結果だけを示す手法，の適用例と言えようか)夢は，衝撃的に，天啓
のように，現実を照らし出す。ブルーストは，もはや夢の個別性にとらえ
られることなく，夢を方法的に扱うことになるだろう。
さて，ブルーストにおいては，夢の非理性が強調される。夢があたかも
現実であるかのように見えようとも，それは，批判的理性の欠如の結果で
あって，夢と現実の落差は歴然としている。夢と現実に，確かに，照応は
存在するのであるが，この両者は，あくまで，異質なものである。夢が現
実とは違うということ， しかし，そのことは，逆に，夢にメリットを与え
ている。即ち，夢は，現実内に存在しない神秘な美を生み出し又，現実
の背後の揺れた主観的意味を明きらかにする。
恐らく，当初，官頭部に集中する夢が示すように，夢こそが，失われた
時を見出す最も有効な手段であったろう。しかし レミニッサンスの経験
は，現実回復の手段としての夢を放逐させるに至る。同じ非理性，非時間
の属性を持ちながら，レミニッサンスは正，夢は負の位置にたつのであ
る。ジエラール・ド・ネルヴァルの多様な夢をひきついだCfジエラールよ
制
りももっと遠くへ進もうJ{Allons plus loin que Gerard!})フ勺レー スト
の夢は， レミニッサンスと交代する。ドストエフスキーでは，主人公達の
運命を，夢が，決定していたのであるが，フツレーストにあっては，話者に
天職を自覚させる役目は， レミニザサンスが負っている。かくして， レミ
ニヅザンスが作品の根幹を担うことになるのであるが， しかし夢は，プ
ノレーストになおざりにされてはいない。レミニッサンスが示した自己の天
職一一芸術作品創造，への決意を固めた話者は，又，夢に関して，次のよ
うに言うのである。 f私は，この第二のミューズ， しばしば，第一のミュ
帥 井上究一郎「マルセノレ・フ勺レー ストの作品の構造J，河出書房新社， p.129。
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ーズの代理を努めてくれるだろうこの夜のミューズ，をないがしろにはし
ないだろうJ{Je ne dedaignerais pas cette seconde muse， cette muse 
nocturne qui suppleerait parfois a l'autre.> (@1lI. p.914)プノレースト
ω 
が企てた r無意識を描く小説」を，夢とレミニッサンスが完成させるこ
とになるのである。
(1980， 11月)
帥 -Monlivre serait peut-etre comme un esai d'une suite de {romans de 
l'inconscient>. Choix de letres， Plon， Paris， 1965， p.287。
